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カンパラ通信～ナカセロの丘から 

第２５回 本田ソルティーロよ、東アフリカ・サッカーの実力の底上げを！ 

日本での８月のスポーツ関係ニュースは高校野球甲子園大会で大いに盛り上がっていまし

たね。他方、６月のサッカーのワールドカップで日本代表として出場した本田圭佑選手が

カンボジア代表のジェネラル・マネージャーに就任し、実質的にも監督の役割を担うとい

うニュースが大きく取り上げられました。そして、ここウガンダの８月では奇しくもウガ

ンダのサッカー１部リーグのチームである Bright Starsに日本企業の Yoshino Trading

がスポンサーになったことが大きく報じられました。実は、Bright Starsは本田選手に深

く関係する会社が実質的に所有しています。こういった縁から今回は本田選手とウガンダ

との関係を取り上げることにしました。 

さて、本田選手がオーストリアのＳＶホルンの経営権を取得してそのチームを拠点にして

日本人の才能のある選手の育成に乗り出していたことはよく知られていると思います。そ

して、アジアの若者にサッカーを通じて夢を持って成長してもらいたいとの願いから２０

１６年にはカンボジアの「アンコールＦＣ」のオーナーとなっています。 

  

   （本田選手と地元少年との交流）       （本田選手と並ぶ筆者） 

同じようなことをアフリカでも展開しようという思いから、本田選手のマネジメント会社

のホンダ・エスティーロの関係者が２０１６年秋ごろから調査を開始しました。サブサハ

ラのアフリカでサッカーの強豪と言えばナイジェリアやカメルーン等が良く知られている

とおり何といっても西アフリカです。ある意味で西アフリカではサッカー選手を育てる地

盤というものが既にあると言えます。それに引き換え、決して体力的には劣るはずがない

東アフリカ地域の若者が才能を伸ばす環境にないということから、この地域を中心にどこ

をアフリカの拠点にするかを調査して、最終的に２０１７年春にウガンダのカンパラに決

めたということです。２０１７年のシーズンを終えてＡＣミランと訣別したばかりの同年
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６月に本田選手が、国連関係のＮＧＯである国連財団の「青少年のための国際的な支援者」

として、いわば同財団の親善大使的な役割でカンパラを訪問しました。この訪問ではカン

パラ郊外のグラウンドでサッカー学校に通う少年たちを激励したり、日本のあしなが育英

会がウガンダにおいてエイズ孤児のケアをしているあしながウガンダのレインボーハウス

を訪ね、子供たちと交流する時間を持ち、Ｔシャツをプレゼントしていきました。この訪

問には日本のメディアも同行していて、本田選手のウガンダ訪問に関しては日本でもスポ

ーツ紙を中心に報道されました。この機会を捉えて、私も本田圭佑選手を大使公邸に招い

てゆっくりお話を聞かせていただきました。本田選手が設立したホンダ・エスティ―ロに

よる子供たちのサッカースクールの営業、地元サッカー・チームを買収し、一流選手を育

てるという事業を考えているとこれからの活動方針を話してくれました。ウガンダで企業

登録もしなければならないので、こちらからいろいろ支援する用意あると協力を提供しま

したが、その必要はなかったようです。本田選手は、一本筋の通ったしっかりした人物で

あること、そしてサッカーを超えて社会のあるべき姿などを真面目に考える視野の広い方

であることに深く印象付けられました。 

  

（ソルティーロ・ウガンダ代表田渕氏      （Bright Starsの選手の面々） 

と Bright Stars CEOとの署名式から）       

既に頭にあった方針に基づき、ウガンダでのサッカー事業の開始として、ソルティーロ・

ウガンダ（SOLTILO UGANDA LTD.）を立ち上げます。そして、このソルティーロ・ウガンダ

が２０１７年９月に Bright Starsの株式の大半を取得して実質的にこのチームのオーナー

となりました。ウガンダのサッカー１部リーグであるプレミアリーグは１６チームで競い

合っています。昨シーズンの Bright Starsの目標は６位以内でしたが、残念ながら結果は

８位でした。９月に始まる今シーズンでは６位ではなく、是非ともベスト３に入ってもら

いたいものです。もうひとつの重要なホンダ・ソルティーロの活動が東アフリカのサッカ

ーの才能のある若者を育てるということです。そのために、２０１７年１２月以来ウガン

ダ、ケニア、そしてルワンダの３か所で日本人コーチを派遣して１ヶ月から２か月間のサ

ッカー教室を順番に開講しています。このプロジェクトは、「AFRICA DREAM SOCCER TOUR 
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supported by Car-tana.com」と名付けています。その中で特に才能のある少年を見つけて、

地元のサッカー・アカデミーに通わせ才能を開花させようとしています。ウガンダでは、

本年５月に開講し、あしながウガンダの支援を受けているエイズ孤児を対象にトレーニン

グをしています。サッカー教室の開講式には、私も出席しました。因みにこの東アフリカ・

サッカー教室の運営責任者の二村氏ですが、何と彼は２０１３～１５年の２年間青年海外

協力隊員としてウガンダに滞在していた経験を有しています。また、このサッカー教室の

コーチ役を担っている２名の青年も青年海外協力隊出身者でそのうちの一人もやはりウガ

ンダ滞在経験者です。このような面でもウガンダとの縁があることに不思議な縁を感じま

す。このサッカー教室ですが、その活動には Car-tanaという中古車販売サイトを運営する

株式会社じげん（ZIGExN）や開発途上国向けに簡易トイレを販売している LIXIL社を含む

７つの日本企業がスポンサーとなっています。 

  

    （サッカー教室の開始式）      （サッカーを学ぶウガンダの子供たち） 

こうしたホンダ・ソルティーロの活動に賛同して今回 Bright Starsのスポンサーとして名

乗りを上げたのが、冒頭に紹介しましたヨシノ自動車（YOSHINO MOTORS）です。川崎市に

本社を持つヨシノ自動車は、国内でトラック販売を中心としつつも車に関することなら何

でも手掛ける幅広い事業内容を誇っています。ウガンダでは２０１２年から Yoshino 

Tradingとして中古商業車を販売しています。そして、これまでは現地人で営業してきたの

ですが、本年から日本人スタッフを送り込んでテコ入れをしたばかりです。何とその日本

人スタッフも青年海外協力隊の経験者です。Bright Starsのスポンサーとなることを発表

するための８月の記者会見は、Bright Starsのカンパラ郊外のホーム・グラウンドで行わ

れました。この記者会見には中西社長が自ら日本から出張して来て出席しました。この模

様は、現地のＴＶはもちろん日刊紙にも大きく報道されました。私も中西社長の横に座っ

て歓迎のスピーチをさせていただきました。 
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このように、ウガンダ、そして東アフリカのサッカー界に本田選手が乗り込み、この地域

の子供たちにサッカーを通じて夢をもって諦めずに前へ進む大切さを知ってもらうべく頑

張っていること、そのために東アフリカのサッカーのレベルを引き上げサッカー界の発展

に貢献しようとしていること、こうした活動に青年海外協力隊経験者が深く参画している

こと、さらにはこうした活動を日本企業が支えていることを、今回のカンパラ通信で知っ

ていただけたなら幸いです。そして、遠くから Bright Starsを応援していただきたく存じ

ます。 

 

         （Bright Starsのスポンサーとなるヨシノ自動車を 

              大きく報じる地元新聞記事） 

（以上）  


